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はじめに

筆者等は、この数年北海道北部の積雪を調べ

ている。その 目的は下記の 3点 である。

①積雪圧による樹木の成長阻害とその対策の躍

立

②季節凍土地域における、積雪の破履効果によ

る冬期掲水流量の増大と流域の流出特性への

影薔

③新雪の化学成分の動態と大気中物質の積雪表

面への沈若、その土壊～河川演出水への影響

このうち②③は、着手 したはか りで、観測方

法を試行の段階である。ここでは、今年の冬の

調査観要を報告 し、皆様のご批判を頂き、より

良い調査法・ 解析法に発展させたい。なおこの

研究には、文部省科学研究費.重点領城(1)032

01105(代 表者 秋田谷英次)をあてた。

1 鵬査地 方法

■査地 :主 な調査地は、北海道大学晨学部天

塩地方績習林である。この■場で経時的な観測

を行った。また、道北地方の積雪分布は 、国道

40号 、232号 、275号 線、道適27号線など適踏沿

いに5～ 10b毎 に測定 し、一部、天塩・ 中川地

方演習林の山地について行った。

調査時期 :面 的な調査は、2月 25日 ～28日 に

行った。この地域の最深積雪は 、12月 下旬～3

月下旬と変動 しているが、2月 中旬～3月 中旬に

多 く出現 している。この冬期は3月 上旬で 、図

-1に 示すように 、日寒別では3月 3日 であった。

積雪量の調査 :天 塩演習林の口場で 日降雪量

と積雪深を雪尺で観測 し、また、カデ ック積雪

深計を設置 した。他の地点は、断面積20粛のス

ノーサンプラーを用いて積雪深と積雪水量を測

定 した。

積雪の化学成分 :露場では100X100cnの アク

リル製の容器を雪面におき、前 日9:00よ り当日

9時 の新雪を採取 した。無降雪の時は 、表層か ら

2cn位 の厚さで採取 した。他の地点では 、表層(0

～5“ )の 雪を ビニ ール袋に約300g位押 しこみ採

取 した。

採取 した冒は、室温で磁か し、プラスチ ック

製広 ロビンに移 し、分析まで保存 した。分析は

4～ 5月 に行ったので、NH●・ など一部成分は消失

した可能性もある。

分析は下記の方法によった。

●H:oHメ ーター

EC(電 気伝導度):ECメ ーター

C a2・ ,Mg2+:原 子吸光光度法

K+,N″ :炎 光光度法
N H4t:フ エノ ル法

Cで■ NOJ.S oriイ オンクロマ ト法

2 崎異

ω 磁雪量

天塩演習林露場の観測結果をカデ ックの記録

と合せて図 -1:t示 した。大部分の期間は、60～

80"で あ り、1口越えたのは3月 は じめの3日 間の

みで、この冬期も1988～ 89年冬期以後3冬 日の

少雪年である。カデ ック積雪深計の値は10～ 15

m小 さく、光が入るとみ られる。天塩～枝幸間

の積雪水量は 、図 -2に 示すよ うに200口 前後

で、 しか も地域差が小さい。通常は間寒別より

苦威子府間の内陸部は、積雪の大部分は しまり

雪となり、2月 末には全層平均密度が0.3～ 0.35

になるところである。この冬の場合は、積雪深

が140●●と最大であった小屯別で も、下層より3

0 on以 下に しま り雪・ ザラ メ雪があ るだ けで

あった。音威子府～中川地区でも同様で、例年

の12月 中の積雪に近い状態であった。したがっ

て、ササは倒伏することな く積雪中にほぼ直立

した状態であ り、樹木の幼樹も4r4伏 はみ られな

か った。山地の風衝斜面 (山 稜部や小尾根部
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回-1  門栞別 (北大天塩演習林)の 1990～ '91年冬期の■■深

分 )で のみ、積雪深が 1.5日を越え、下

部には しまり雪の厚い層がみ られた。

② 化学成分

A.天塩地方演習林

"場'91年
1月 下旬～3月 下旬の新雪のpHは、

図 -3に 示すように 5。 6～ 4.1で酸性雪

であった。測定 したなかで、1月 7日 の

新雪のみは,16で 唯一の例外であった。

都市域から離れた場所の降雨と同 じよ

うに
1)、

日本も酸性降下物に覆われて

いることを示す。ECは 12～ 220μ s/c日

で、大きいときは海塩成分を多 く合

み、即ち西北風の強い時であり、この

時を除けば10～ 30μ s/cnで 小さい。図 一

3に は降雪のない時の表層の積雪のデ

100  x

―夕も示した。ECも pHも 時

間経過からみると大きくな

る例が多い。3月 17日 のpH

4。 3と 小さい例も含めて、

積雪の表層では、大気中の

浮遊・ 降下成分を効率的に

【EESOF~】 把えていることを示すと考

1。
l NO「 〕 ぇる。

μ口。1/C    また、この観測地点まで

1     (日 本海より直線で21km、

間に標高約300■の宗谷丘陵

南部の山地がある )、 条件

により相当の海塩粒子が降

雪とともに到達しているこ

とを示す。CC~の 最大値は

2月 17日 の1.22mmo1/Cで

ある。少ない時でも0.04m

■o1/Cで あり、夏期の山問

地の降雨よりは大きい。

この海塩成分をS04~/CC

比0.069と して⇒ 海塩成分

のSOF~を 除いたものをEXSOオ

とし、N03~と あわせ、酸性

度ポテンシャルとしそ1図
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目-2  1990226の ■北の■■水■及び表●●雪の化学成分
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地域である。

ECは 、5～ 14μ S/o口 で、

間寒別より1桁 小さい。

当日は時 々小雪の降る日

で 、適路は例年とことな

り前面の鶴装がでていた

が 、これによる粉題はほ

とんどなかったとみられ

る。海塩成分は図 -2に

示 したように、天塩で若

千大きいが、内陸では殆

んど005m口o1/1以 下で

あ った 。これに比べて、

山積部では 、1.5mmo1/

Cの Cで
い

が検出された。
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図 4   1991年 ス■■青いにおけるにヽの●

"■
1テ レンャル

ー4に 示 した。

B.2月 26日 の天塩～校幸間の積雪

口Hは 、5.8～ 4.3で 天塩演習林の■場よ り全体

的に大きい。醸性の強い地域は苦威子府～上毛

登別の、この調査域でも最 も内陸部に位置する

まとめ

遭北地方は 、1990～ 91年 冬期も少雪

であり、とくに間寒別～音威子府間の内

陸部で著 しく少な く、樹木の幼樹に使害

を与える しまり雪の層は 、山稜部を除き

観測されなかった。

降雪のpHは 、大部分が5.6以 下の酸性

雪であった。その酸性を もた らすとみら

れるものは、S01~であり、近 くの家庭の

暖房や走行車両か ら発生するものである

が 、よ り逮 くに起源をもつもの も多いと

思われる
3D。
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